
※お客様都合による返品は原則お受けできませんので御了承ください。
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※触媒ネットは、最終分けつが終了して約半月後に圃場に入れても効果は出ますが、田植えの時期からご利用いただくことをお奨めします。 

使用方法とその効果

 触媒ネットは芽出しの時に使用しますと丈夫な苗が育ちます。その後取り出して圃場にお使い下さい。
触媒ネット1枚で一区画最大５反歩（1圃場・一区画に1枚）までご利用いただけます。

 カラスなどがいたずらする場合がありますので、 石などのような
重しを乗せておくことをお奨めします。

 ある地域のお客様より、触媒ネット使用前には見られなかった
「地表根」が確認されており、根の張りが力強く、結果的に収穫量、
風味が向上したとご報告頂きました。

殆どノロの発生が無く、水は澄み、太陽光が根本まで差し込む為、
発育にも差が生じてくる。

未使用の圃場はこのようにノロの発生が著しい。

触媒ネット触媒ネット触媒ネット

触媒ネット触媒ネット触媒ネット

【1160113】04月18日　芽出しに使用

【P1120251】05月09日　無造作に放置 【DSC04173】07月20日　地表根

【P1040906】06月19日　【触媒ネット】使用側 【P1040907】06月19日　【触媒ネット】未使用側

【DSC3315】05月01日　均等に発芽
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【C】【DSC:03361】05月26日　【未使用区】

【A】【S/N0036】05月26日

【B】【S/N0274】06月21日

【D】【DSC:03360】05月26日　【使用区】

左の空撮写真【A】は、上の写真【C】・【D】の上空を撮影したもので、【触媒ネット】を使用した田んぼ【使用区】
と、使用していない【未使用区】の田んぼを見比べてみれば一目瞭然で、たった1枚の【触媒ネット】（サイズ：
200㎜×300㎜）を田んぼに無造作に入れただけで【使用区】は鏡のような水面であるのに対し、【未使用区】は
ノロの発生が著しい。
空撮写真【B】は【A】とは別地域を撮影したものになりますが、ここでも同じように水面の違いがはっきりと分か
ります。どちらの地域も撮影した日以降、ノロの発生は確認されておりません。

　　　・・・・・・・　本　来　【　触　媒　ネ　ッ　ト®  】　の　開　発　目　的　は　・・・・・・・
1．根張りを良くする　2．病気に強くする　3．食味スコアをアップさせる（より美味しくする） 4．収穫を上げる。
というものでした。しかし、実際に試験をしてみますと、結果的に、本来の目的であります根の張りや病気に強く、
美味しい米をより多く。という当初の目的は達成されました。しかし比較試験を開始して間もなく、【未使用区】の
田んぼにノロが発生して水環境が汚染されてゆくのに対し、【使用区】の田んぼは10日経っても20日経っても、1
月過ぎてもそして結果的に最後まで水の綺麗さ透明さに変化はなく、また、土の状態の違いを触り比べると【使用
区】の方はとても柔らかであるのに対し、【未使用区】の方は硬い状態でした。
　他に、ミジンコやカワニナ・オタマジャクシ・ドジョウ・メダカ・ヤゴなどといった小動物が多く生息し、更に地域
によってはホウネンエビやカブトエビなど、綺麗な環境の元でないと生息できないといわれている生物も多く確認
されております。
  ノロの発生や浮き草などといったものは、地域によって多少異なり、ノロは思うように消えなかったとか、浮き草
は消えなかった。或いは、「全く変わらなかった」などというお声も確かに頂戴しておりますが、たいていの場合、
当事者がその違いを見逃しているケースが殆どです。その土地その土地の環境の微妙な違いというものが、その
辺の死角（気付きにくい現象）になっているのではないかと考えます。しかし、【触媒ネット®】をご利用になった
お客様の8～9割の方は効能、効果に満足されており、根張りや、それらの毛根の違いなど「当事者でさえ気付かな
い」（死角の部分）というケースもございますが、御陰様で納品先のお客様から「とても美味しいお米でした」など
という報告や「御陰様で食味スコアも上がり、収穫も多く、出荷量も増えました」などという感謝のこもったご意見
を数多くいただき、概ね食味の向上や収穫のアップといった当初の開発目的は達成されているものと考えます。
いずれに致しましても、開発者にとりまして、商品をご購入いただき、その商品が本来の目的以上の効能効果をご
利用になった方々に依って確認され、「御陰様で」という感謝の言葉で還元されれば、これほど喜ばしいことはあり
ません。 
本商品【触媒ネット®】は、農作物の増収増益を担保するものではありませんが、少しでも農業従事者のお力添え
になれれば幸いとするところであります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   代表：太田英男
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※触媒マルチは、肥料等の使用量は概ね通常の 1～2 割程度控えても栽培効果は得られますが、それらは苗の状況を
　認識しながら当事者の判断にお任せ致します。
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イチゴ　未処理区
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【未処理区】

【1310178】2月26日　

【P1420262】5月20日　右が【処理区】使用のイチゴの収穫量 【P1340872】6月18日　右が【処理区】使用のイチゴの根張り

【1310181】2月26日　【処理区】の方は殆ど成り止まりがない。　



※本製品は、各地域の土壌環境の違いなどから、効果に差が出る場合もあり、必ずしも効能効果を担保するものではありませんので、予めご了承願います。

〒320-0065

【処理区】【未処理区】

【DSC00682】9月12日　左が【未処理区】で右が【処理区】。
  ※当初、銀のマルチをセットしていたが、右の茄子苗の右半分に【触媒マルチ】を敷いて（左半分は銀マルチ）
  比較をしたところ、成長に大きな差がでている。

【DSC01729】7月17日　大田原市佐良土の米農家
  長いこと農業をやっておりますが、この様な勢いのあるキュウリの生育は初めてです。
  収穫は勿論、味も良いです。（苗は4月頃ホームセンターで購入）

【P1430548】3月16日　ネギの比較栽培で中央部左が【処理区】マルチ
  ※収穫したネギは、甘み&歯ごたえなど、【未処理区】の比ではなかった。

【DSC00691】9月12日　
【処理区】右半分が【触媒マルチ】で左側が銀マルチ

【DSC00692】9月12日　
【未処理区】こちらは左右両面に銀マルチを使用

太田セラミックス産業


